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                    西区制７０周年を祝う行事は、私たちの喜びを表わ

しながら続いています。 

 西区役所の１階待ち合いホールには、大勢の人達が

送ってくれた、区内の風景やイベント、頑張る人など

西区の魅力あふれる写真およそ１万枚の写真を組み

合わせて作ったフォトモザイクアート（←）が飾られ

ています。みんなの声が合唱となって聞こえてきそう

です。 原画は、神奈川県立横浜平沼高校美術部の人

達が描きました。 

 

 

 西地区センターと藤棚地区センター共催の合同バドミントン大会が、西地区センターで２月 

２２日（日）９時～１６時３０分に開催されます。 

 長い間バドミントンをやってこられた東久保町東朋会会長の和田泰次さんに、バドミントンの

楽しさについて記事を寄せていただきました。                

バドミントンを愛して             第３地区東久保町東朋会会長 和田泰次  

 敗戦を迎えた我が国は、貧しい生活が続きました。私は中学をなんとか卒業して、当時吉浜橋

側の中華街入り口にあった港高校の夜間部に入学しました。 

この学校はクラブ活動も活発で、たまたまパーン、パーンという音が響いてくるのに気づきま

した。それはバドミントン部の練習で、最初は「なんだこれならできる」と思って入部したとこ

ろがバドミントンは動きが激しく、とてもハードなスポーツですっかりはまってしまいました。

その時から５０年続いた経験は私の足と腰を鍛えてくれて、今でも大好きなスポーツです。 
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みらいへ つなごう 西区から 

記念イベント 

記念イベント 

3面に続く 

シネマ ノヴェチェント  

４面に続く 

願成寺入り口の筋向い、映画俳優の写真が飾ってあるしゃれたビルの

２階に上るとシネマ ノヴェチェントのトラットリア（食堂）に入りま

す。映画を見る前や見た後に語り合う憩いの場所として、また近所の仲

間が集まる場所としてもふさわしいように見えます。ミニシアターの入

り口は階段を上ってすぐ右手にあり、２８席の小ぎれいな椅子に座る

と、周りに座っていた全員が自分の友達のような錯覚に陥ります。 

社長の箕輪さん（←）は映画大好きなのはもちろんですが、見たくな 

 

 

 

（作品タイトル） 
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緊張感あふれる職場体験学習 

藤棚地区センターでは職場体験を通して将来の参

考にしてもらおうと、昨年９月の老松中学校、今年１

月の岩井原中学校に続いて２月３日～５日の間、西中

学校の生徒による職場体験学習が行われました。 

参加した西中学校の生徒は「最初は緊張しました」

と言いながらも、スタッフに教わりながら窓口業務や

利用後の点検作業を懸命に行っていました。 （Ｆ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西区地域づくり大学校卒業式 

 

昔と今  霞橋  

            明治末期～大正初期

（１９１０年代）に一

本松と三春台を結ぶ橋

として建設されまし

た。← 

出典「復興の横浜」 

   横浜市土木局 

 関東大震災（１９２３年）で崩壊したが、昭和３年

（１９２８年）に下を通る道とともに拡幅、再建され

た。 ました。 

横浜市歴史的建造

物に認定されて、かな

がわの橋１００選に

も選ばれています。→ 

（Ｆ） 

 

←スタッフに教えてもらって 

窓口業務をする生徒（右端） 
利用後の点検作業→ 

「住んでいてよかった」と思える地域を自分たち

の手で実現するための学び合いの場である「地域づ

くり大学校」（西区第３期）が去年８月に開校しま

した（協働開催：西区・認定ＮＰＯ法人市民セクタ

ーよこはま・にしく市民活動支援センター）。 

西区全域の自治会などから集まった受講生３４ 

名は以来６回に亘っ

て、講師の山路清貴さ

んや卒業生を含む地域

活動者による実践的講

義、グループワーク 

現地見学会などの地 

域を肌で感じる研鑽を重ねて、１月

１７日に西区役所で卒業式を迎えま

した。この日、卒業生の一人ひとり

が考え続けてきた「私の地域『夢プ

ラン』」を掲示しました（↑）。 

 ３人の受講生の卒業発表、トークセ

ッション「人のつながりをつくる活

動・場づくり」や受講生同士の意見

発表の後、大久保西区長から一人ひ

とりに修了証が授与されました。 

卒業生、講師、サポーター、 

大久保西区長、中野理事長、事務局 

サポーター 
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答 

こんにちは、ぐるーぷ！ 

勤めの帰りだろうか、それとも家事の合間に急いで駆

け付けてきたのだろうか、三々五々集合しそれぞれ準備

を始めて、さっそく筆を持って書道に取り掛かります。

松尾芭蕉、小林一茶の俳句、今は百人一首を題材に、先

生の書いた手本を基に一枚の半紙で練習後、半懐紙に清

書し、それを一冊の本にまとめ上げています。 

阿部春紅先生は日本書道家連盟の常任理事であり、指

導歴も長く、今もあちこちで引っ張りだこで忙しそうで

す。生徒さんはまだ始めて２年という方が多く、ずっと 

継続して習っているそうです。皆さん仕事をされていたり、親

の面倒をみたり、とにかく忙しい合間を縫って参加しているの

ですが、お互い気心を知れあっていて楽しそうです。 

最後に、先生に好きな言葉を聞いてみると「愚公移山」、こ

れはとても困難なことでもコツコツ努力すれば成し遂げるこ

とができる意味なんだそうです。 

問い合わせ 阿部さん 363-1694 第2.4水曜日 西前小コ

ミハ                       （Ｆ） 

 

 

 

お勤め帰りの書道 
 

区制７０周年 
記念イベント藤棚商店街クイズラリー 

藤棚の商店街のクイズ参加店をまわ

って、それぞれの店から答になる１文

字をゲット。４文字を組み合わせて答

にして、会場で景品をもらいました。 

１月２０日（火）～２６日（月）の間、藤棚地区センター

を会場にしてクイズラリーが開催されました。 

ふ じ だ な 

愛知ふとん店 

今井かまぼこ店 

参加店 

と会場 
西区区民利用 

施設協会 

みらい工房西 

本紙記者が

もらった景

品のＤ賞の

タオル→ 

会場の藤棚地区センター 

西区区民利用 

   施設協会 
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例年、その力強い演奏で人気の津軽三味線コン

サートが、ことしも１月１７日に西前小コミハで

開かれました。 

会場の和室は、津軽三味線のグループ（斎藤健

治さんほか６名）の演奏を聞こうと詰めかけた、

およそ７０名の方でぎっしりと埋め尽くされまし

た。  

おなじみの曲「津軽じょんから節」などが部屋

中に響き渡るとお客さんは演奏の波に飲み込まれ

たように一体となって聞き入りました。 （Ｆ） 

今年も超満員、目の前の迫力！ 

ました。         （Ｆ） 

相続専門の不動産鑑定士 

無料相談 

実施中 

相続税法の改正もＯＫ！ 

適切な準備をサポート 

■税理士と連携 

■より現実的な時価評価 
住所：西区中央１－３５－５－９０１ 

 
栄光神奈川鑑定 不動産鑑定士田邉勝也 

 

 

TEL 045-543-9778 

  
検索 栄光神奈川鑑定 

気になるお店    １面より続き 

いような映画でも意外にいい映画だ

ったりするので、なんでも見るように

心がけていると言います。 

そして昔、藤棚に映画館があったこ

とは聞いているそうですが、藤棚での

設立を選んだ理由は単に商店街その

ものが好きなんだからだそうです。 

 映画それぞれに良い面が 

映画好きでも、嫌いでも、まずは憩

いの場所に気さくな社長に会いに行

ってみましょう。また今月２１日から

は「キューポラのある街」が始まり、

ゲストに主演の浜田光夫さんがお見

えになるそうです。 

  問い合わせ：箕輪さん 

080-7000-5660   （Ｆ） 

 

シネマ ノヴェチェント 

名画をこの町で 
２月７日封切り！ 

〒220-0051中央２－１－８岩崎ビル 2F 

お問い合わせ先☎045(548)8712 

✉info@cinema1900.yokohama 

フィルム映画館と 

トラットリアがひとつに！ 


